


























































































との接触部2-4cm の範掛 こは.欄粒混成相が発達 し,
花尚岩の破片を多く取込んでいる.また,この接触部の
花岡岩中には,混成相から連続する細脈伏に,石英 ･哲



























































































36 本 間 弘 次
図 版 説 明
こゝに掲げる駈微鏡写真は,全て同倍率で.縮尺は2に示すとおりである.
1.MS55(4)
2.MS55(6)
3 MS55(2)
4.MS55(9)
5.MS55(7)
6.MS55(1)
粗粒 (斑栃岩)棉,外観
同上,クロスニコル
粗粒相 (角閃告的),クロスニコル
中粒相,クロスニコル
細粒 (耀縁岩)相,開ニコル
細脈部,細粒 (輝緑岩)相 (角閃岩的),平行ニコル
7 MS55(8)花尚岩中にしみこむ混成輝緑岩々脈と.石英-曹長石一正長石の連晶,クロスニコル,r:relic
8.MS55(8) 岩脈中に取残された花岡岩薄層.左方の細粒部は混成輝緑岩で.花岡岩の破片を多くとりこむ.
花尚岩中には,細脈状 (灰色部分)に ,石英-曹長石一正長石の連晶が発達.
9.MS55(8)石英-曹長石一正長石連晶,クロスニコル
10.MS134(1) 花梅岩中にしみこむ急冷輝緑岩細脈と,その中の花崩岩の破片
ll.MS134(3)
12.MS134(4)
13 MS134(5)
14.MS134(5)
15.MS138(1)
16.MS138(2)
細粒 (輝緑岩)相,クロスニコル Qt:石英捕獲結晶
中粒相,クロスニコル
粗粒 (斑栃告)相,外観
同上,クロスニコル
粗粒 (斑栃岩)相,開ニコル
細粒 (輝緑岩)相,開ニコル
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